
(57)【要約】

【課題】液晶表示装置において、低消費電力化を目的と

した電荷配分が垂直方向のソースバス配線に対し実施さ

れる場合、断線不良や短絡不良を修復した場合に使用さ

れる予備の駆動バッファの出力端子に接続される予備の

配線で修復された信号線に関しては電荷回収が行われな

い。

【解決手段】電荷配分時に予備の駆動バッファに接続さ

れた予備の配線で修復された信号線にもソースバス配線

との電荷配分手段を備えることにより、ソースバス配線

に比べ高負荷である予備の配線で修復された信号線の電

荷配分も行われ、低消費電力化を図ることが可能となる

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 晶 パ ネ ル の 信 号 線 ラ イ ン を 駆 動 し 、 駆 動 時 に 信 号 線 ラ イ ン の 電 荷 再 利 用 を 行 う 液 晶 表 示
装 置 に お い て 、
駆 動 出 力 用 の 複 数 の バ ッ フ ァ を 複 数 の 信 号 線 に 接 続 し 、 予 備 の バ ッ フ ァ の 出 力 を 予 備 の 信
号 配 線 に 接 続 し 、 前 記 複 数 の 信 号 線 と 前 記 予 備 の 信 号 配 線 と の 電 荷 配 分 手 段 を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 電 荷 配 分 手 段 が 電 荷 配 分 時 に 前 記 駆 動 出 力 用 の 複 数 の バ ッ フ ァ は 第 １ の 制 御 信 号 に よ
っ て 前 記 複 数 の バ ッ フ ァ の 出 力 間 を 短 絡 す る ス イ ッ チ を 制 御 し 、 前 記 予 備 の バ ッ フ ァ は 第
２ の 制 御 信 号 に よ っ て 前 記 複 数 の バ ッ フ ァ の 出 力 と 前 記 予 備 の バ ッ フ ァ の 出 力 を 短 絡 す る
ス イ ッ チ を 制 御 し 、 前 記 予 備 の バ ッ フ ァ の 未 使 用 の 場 合 の 電 荷 配 分 時 に は 、 前 記 駆 動 出 力
用 の 複 数 の バ ッ フ ァ の 出 力 は 前 記 第 １ の 制 御 信 号 に よ り 電 荷 配 分 し 、 前 記 予 備 の バ ッ フ ァ
の 出 力 は 前 記 第 ２ の 制 御 信 号 に よ り 電 荷 配 分 が 行 わ な い こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 電 荷 配 分 手 段 が 前 記 予 備 の バ ッ フ ァ の 入 力 と 出 力 を 短 絡 す る ス イ ッ チ を 備 え 、 前 記 予
備 の バ ッ フ ァ の 未 使 用 の 場 合 の 電 荷 配 分 時 に は 、 前 記 予 備 の バ ッ フ ァ の 出 力 で は 電 荷 配 分
を 行 わ な い よ う に 前 記 ス イ ッ チ を 第 ３ の 制 御 信 号 に よ っ て 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 電 荷 配 分 中 に 前 記 予 備 の バ ッ フ ァ を オ フ す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 予 備 の バ ッ フ ァ の オ フ か ら オ ン へ の 復 帰 タ イ ミ ン グ を 前 記 電 荷 配 分 期 間 終 了 前 に 復 帰
さ せ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ス イ ッ チ が 、 Ｐ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と Ｎ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と が 並 列 に 接 続 さ れ
た ス イ ッ チ で 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 予 備 の バ ッ フ ァ を オ フ す る 手 段 を 、 ス イ ッ チ で 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ か ら ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ス イ ッ チ が 、 Ｐ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と Ｎ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と が 並 列 に 接 続 さ れ
た ス イ ッ チ で 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ス イ ッ チ が 、 電 源 電 圧 側 を Ｐ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 し 、 か つ グ ラ ン ド 電 圧 側 を
Ｎ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 し た ス イ ッ チ で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 大 画 面 の 表 示 装 置 に お い て 表 示 駆 動 用 の 信 号 線 の
断 線 不 良 が 修 復 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 絵 素 電 極 を マ ト リ ク ス 状 に 配 置 し た 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 基 板 上 に 形 成 さ れ る 信 号 線
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は 、 表 示 パ ネ ル の 高 精 細 化 に 伴 い 、 線 幅 が 狭 く な っ て き て い る 。 ま た 、 大 画 面 化 に よ っ て
、 液 晶 パ ネ ル 上 で の 、 基 板 上 に 形 成 さ れ る 信 号 線 の 引 き 回 し 長 が 長 く な っ て き て い る 。 こ
こ で 、 信 号 線 に 断 線 不 良 が 生 じ る と 、 そ の 断 線 不 良 箇 所 よ り 遠 い 絵 素 を 表 示 駆 動 す る こ と
が で き ず 、 表 示 品 質 が 著 し く 悪 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 っ て 、 基 板 上 に 形 成 さ れ る 信 号 線 の 断 線 不 良 を 予 備 配 線 と 予 備 の バ ッ フ ァ を 用 い て 修
復 し 、 電 圧 降 下 分 を 補 償 す る よ う な 方 式 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） が 知 ら れ て い る 。 但
し 、 液 晶 パ ネ ル の 大 画 面 化 に よ り 予 備 配 線 の 引 き 回 し 長 が 増 え 、 修 復 に 使 用 し た 予 備 配 線
の 負 荷 が 信 号 線 の 負 荷 と 比 較 し て 、 増 大 す る 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 予 備 の バ ッ フ ァ の 駆 動 能 力 が 大 き い 場 合 に 修 復 し た 際 に 生 じ る 予 備 の バ ッ フ ァ の
駆 動 能 力 不 足 を 解 消 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） す る こ と も 知 ら れ て い る が 、 こ の 場 合 、
正 常 に 配 線 さ れ た 信 号 線 と ほ ぼ 同 等 の 表 示 状 態 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 近 年 で は 、 液 晶 表 示 装 置 の 低 消 費 電 力 化 を 目 的 と し た 電 荷 配 分 回 路 が 搭 載 さ れ て い る 。
従 来 の 電 荷 配 分 回 路 を 搭 載 し た 液 晶 表 示 装 置 を 図 １ １ に 示 す 。 こ の 回 路 は 、 各 信 号 線 駆 動
用 バ ッ フ ァ １ ０ ０ の 出 力 で あ る 信 号 線 を ス イ ッ チ １ ０ １ の ス イ ッ チ ン グ 動 作 に よ り 短 絡 さ
せ 、 電 荷 回 収 を 行 う も の で あ る 。 こ こ で 、 図 １ ２ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 用 い て 、 動 作 を
説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま ず 、 制 御 信 号 Ｔ Ｇ １ に よ り ス イ ッ チ １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は オ ン し 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １ に よ り
ス イ ッ チ １ ０ １ は オ フ し 、 バ ッ フ ァ １ ０ ０ の 奇 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ １ ） 、 （ ３ ） ～ （ ２ ｎ
－ １ ） は 高 階 調 側 電 圧 を 出 力 し 、 偶 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ ２ ） 、 （ ４ ） ～ （ ２ ｎ ） 及 び 、 予
備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 出 力 端 子 Ｒ Ｏ Ｕ Ｔ は 低 階 調 側 電 圧 を 出 力 し て い る 。 次 に 、 制 御 信 号
Ｔ Ｇ に よ り ス イ ッ チ １ ０ ２ 、 １ ０ ４ が オ フ し 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ に よ り ス イ ッ チ １ ０ １ が オ ン
し 、 奇 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ １ ） 、 （ ３ ） ～ （ ２ ｎ － １ ） と 偶 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ ２ ） 、 （
４ ） ～ （ ２ ｎ ） が シ ョ ー ト さ れ 、 そ れ ぞ れ に 蓄 え ら れ て い た 電 荷 が 再 分 配 さ れ 、 中 間 電 圧
に な る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ を 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ７ １ ０ ８ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ５ ２ ９ ２ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ６ ３ ９ １ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 従 来 技 術 は 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １ と ス イ ッ チ １ ０ １ に よ り 、 表 示 パ ネ ル の 垂
直 ラ イ ン に 蓄 え ら れ た 電 荷 を 次 の 駆 動 時 に 再 利 用 す る こ と に よ り 低 消 費 電 力 化 を 行 う と い
う も の で あ る が 、 現 在 の 構 成 で は 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ に よ り 予 備 配 線 を 介 し 修 復 さ れ た
信 号 線 の 負 荷 に 関 し て は 電 荷 配 分 動 作 が 行 わ れ な い と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 予 備 の バ ッ フ ァ に も 電 荷 配 分 動 作 を さ せ る こ と に よ り 、 さ ら な る 低 消
費 電 力 化 が 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 第 １ の 実 施 例 は 、 表 示 パ ネ ル の 信
号 線 ラ イ ン を 駆 動 し 、 駆 動 時 に 電 荷 配 分 を 行 う 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 駆 動 出 力 用 の 複 数
の バ ッ フ ァ と 前 記 断 線 不 良 修 復 用 の 予 備 の バ ッ フ ァ と 前 記 予 備 配 線 と を 備 え 、 前 記 予 備 の
バ ッ フ ァ の 出 力 と 複 数 の 第 １ の バ ッ フ ァ の 出 力 と の 間 で 前 記 第 １ の 制 御 信 号 に よ り 電 荷 配
分 動 作 を 行 う こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 電 荷 配 分 が 断 線 修 復 用 の 予 備 配 線 を 介 し 修 復 さ れ た 信 号 線 の 負 荷 に
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関 し て も 行 わ れ る た め 、 さ ら な る 低 消 費 電 力 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 第 ２ の 実 施 例 は 、 前 記 予 備 の バ ッ
フ ァ の 出 力 と 複 数 の 第 １ の バ ッ フ ァ の 出 力 と の 間 の 電 荷 配 分 動 作 が 前 記 第 ２ の 制 御 信 号 に
よ り 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 こ の と き 、 複 数 の 第 １ の バ ッ フ ァ の 出 力 は
前 記 第 １ の 制 御 信 号 に よ っ て 電 荷 配 分 動 作 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 断 線 修 復 を 行 わ な い 場 合 に 第 ２ の 制 御 信 号 に よ り 前 記 予 備 の バ ッ フ
ァ と 複 数 の 第 １ の バ ッ フ ァ と の 間 の 電 荷 配 分 動 作 を オ フ で き る た め 、 前 記 断 線 修 復 用 の 予
備 配 線 の 無 用 な 電 位 変 動 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 第 ３ の 実 施 例 は 、 前 記 予 備 の バ ッ
フ ァ の 出 力 の 電 荷 配 分 動 作 が 、 前 記 第 １ の 制 御 信 号 に よ っ て 行 わ れ 、 か つ 電 荷 配 分 動 作 用
の ス イ ッ チ は 前 記 予 備 の バ ッ フ ァ の 入 力 と 出 力 の 間 に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 断 線 修 復 を 行 わ な い 場 合 に 前 記 予 備 の バ ッ フ ァ の 電 荷 配 分 動 作 が 、
予 備 の バ ッ フ ァ の 入 力 と 出 力 の 間 で し か 実 施 さ れ な い た め 、 前 記 断 線 修 復 用 の 予 備 配 線 の
無 用 な 電 位 変 動 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 第 ４ の 実 施 例 は 、 電 荷 配 分 動 作 時
に 、 前 記 予 備 の バ ッ フ ァ を オ フ す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 電 荷 配 分 動 作 中 の 前 記 予 備 の バ ッ フ ァ の ア イ ド リ ン グ 電 流 を と め る
こ と が で き る た め 、 さ ら な る 低 消 費 電 力 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 第 ５ の 実 施 例 は 、 前 記 第 ４ の 実 施
例 に お い て 、 予 備 の バ ッ フ ァ を オ フ か ら オ ン に 復 帰 さ せ る タ イ ミ ン グ が 上 記 電 荷 配 分 動 作
終 了 前 に 復 帰 さ せ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 電 荷 配 分 動 作 終 了 前 に 前 記 予 備 の バ ッ フ ァ を 復 帰 さ せ る こ と が 可 能
と な り 、 電 荷 配 分 動 作 終 了 後 の 安 定 動 作 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 液 晶 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 断 線 不 良 を 修 復 し た 液 晶 パ ネ ル に お い て 、 予 備 の バ ッ
フ ァ に よ り 予 備 配 線 を 介 し 修 復 さ れ た 信 号 線 の 負 荷 に 関 し て も 電 荷 配 分 さ れ る た め 、 電 荷
を 最 大 限 に 利 用 で き 、 低 消 費 電 力 化 が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 尚 、 以 下 の 実 施 の 形 態 の
説 明 に お け る 液 晶 表 示 装 置 は 、 出 力 端 子 数 が ２ ｎ 本 （ ｎ は 整 数 ） の も の を 例 と し て 示 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 構 成 図 を 示 す 。 尚 、 図 １ １ の
液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 図 １ １ に 示 し た 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 と 同 じ 構 成 要 素 に つ い て は 、
同 じ 図 番 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 液 晶 表 示 装 置 は 、 ス イ ッ チ １ ０ ６ を 備 え て い
る 点 で 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 と 異 な る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 図 ２ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 用 い て 動
作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま ず 、 出 力 端 子 と 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 入 力 端 子 Ｒ Ｉ Ｎ と は 、 配 線 １ ０ ５ を 介 し て 接
続 さ れ 、 制 御 信 号 Ｔ Ｇ １ に よ り ス イ ッ チ １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は オ ン し 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １ に よ り
ス イ ッ チ １ ０ １ 、 １ ０ ６ は オ フ し 、 奇 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ １ ） 、 （ ３ ） ～ （ ２ ｎ － １ ） は
低 階 調 側 電 圧 を 出 力 し 、 偶 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ ２ ） 、 （ ４ ） ～ （ ２ ｎ ） は 高 階 調 側 電 圧 を
出 力 し 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 出 力 端 子 Ｒ Ｏ Ｕ Ｔ は 高 階 調 側 を 出 力 し て い る 。 次 に 、 制
御 信 号 Ｔ Ｇ １ に よ り ス イ ッ チ １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は オ フ し 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １ に よ り ス イ ッ チ １
０ １ 、 １ ０ ６ は オ ン し 、 奇 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ １ ） 、 （ ３ ） ～ （ ２ ｎ － １ ） と 偶 数 出 力 端
子 Ｏ Ｕ Ｔ （ ２ ） 、 （ ４ ） ～ （ ２ ｎ ） 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 出 力 端 子 Ｒ Ｏ Ｕ Ｔ が シ ョ ー
ト さ れ 、 電 荷 配 分 動 作 が 行 わ れ 中 間 電 圧 に な る 。 続 い て 、 制 御 信 号 Ｔ Ｇ １ に よ り ス イ ッ チ
１ ０ ２ 、 １ ０ ４ は オ ン し 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １ に よ り ス イ ッ チ １ ０ １ 、 １ ０ ６ は オ フ し 、 奇 数
出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ １ ） 、 （ ３ ） ～ （ ２ ｎ － １ ） は 高 階 調 側 電 圧 を 出 力 し 、 偶 数 出 力 端 子 Ｏ
Ｕ Ｔ （ ２ ） 、 （ ４ ） ～ （ ２ ｎ ） は 低 階 調 側 電 圧 を 出 力 し 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 出 力 端
子 Ｒ Ｏ Ｕ Ｔ は 低 階 調 側 を 出 力 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 出 力 に お い て 電 荷 配 分 動 作 が 行 わ れ 、 予 備 配 線 を
介 し 修 復 さ れ た 信 号 線 の 負 荷 の 電 荷 も 再 利 用 さ れ る た め 、 低 消 費 電 力 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 尚 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ス イ ッ チ １ ０ １ 、 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ 、 １ ０ ６ を 同 様 の 機 能 の Ｎ
型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ 、 ま た は Ｐ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 し て も 良 く 、 本 発 明 と 同 様
の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ３ に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 構 成 図 を 示 す 。 尚 、 図 １ １ の
液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 図 １ １ に 示 し た 従 来 の デ ィ ス プ レ イ 駆 動 回 路 と 同 じ 構 成 要 素 に つ
い て は 、 同 じ 図 番 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 液 晶 表 示 装 置 は 、 ス イ ッ チ １ ０ ６ を 備 え て い
る 点 で 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 と 異 な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 図 ４ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 用 い て 動
作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま ず 、 断 線 修 復 を 行 わ な い 場 合 は 出 力 端 子 と 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 入 力 端 子 Ｒ Ｉ Ｎ と
は 配 線 １ ０ ５ を 介 し て 接 続 さ れ て お ら ず 、 図 ３ の 構 成 で あ れ ば 、 電 荷 配 分 期 間 、 す な わ ち
制 御 信 号 Ｔ Ｇ １ に よ り ス イ ッ チ １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は オ フ し 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １ に よ り ス イ ッ チ
１ ０ １ は オ ン し 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ ２ に よ り ス イ ッ チ １ ０ ６ は オ フ し 、 奇 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （
１ ） 、 （ ３ ） ～ （ ２ ｎ － １ ） と 偶 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ ２ ） 、 （ ４ ） ～ （ ２ ｎ ） が シ ョ ー ト
さ れ 、 電 荷 配 分 動 作 が 行 わ れ 中 間 電 圧 に な る 。 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 出 力 端 子 Ｒ Ｏ Ｕ Ｔ
は 電 荷 配 分 動 作 が 行 わ れ ず 、 断 線 修 復 用 の 予 備 配 線 の 無 用 な 電 位 変 動 を 抑 え る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 断 線 修 復 を 行 う 場 合 に は 出 力 端 子 と 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 入 力 端 子 Ｒ Ｉ Ｎ と は
配 線 １ ０ ５ を 介 し て 接 続 さ れ 、 電 荷 配 分 期 間 、 す な わ ち 制 御 信 号 Ｔ Ｇ １ に よ り ス イ ッ チ １
０ ２ 、 １ ０ ４ は オ フ し 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １ に よ り ス イ ッ チ １ ０ １ は オ ン し 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ ２
に よ り ス イ ッ チ １ ０ ６ は オ フ し 、 奇 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ １ ） 、 （ ３ ） ～ （ ２ ｎ － １ ） と 偶
数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ ２ ） 、 （ ４ ） ～ （ ２ ｎ ） 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 出 力 端 子 Ｒ Ｏ Ｕ Ｔ
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が シ ョ ー ト さ れ 、 電 荷 配 分 動 作 が 行 わ れ 中 間 電 圧 に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 出 力 に お い て 電 荷 配 分 動 作 が 行 わ れ 、 予 備 配 線 を
介 し 修 復 さ れ た 信 号 線 の 負 荷 の 電 荷 も 再 利 用 さ れ る た め 、 低 消 費 電 力 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 尚 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ス イ ッ チ １ ０ １ 、 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ 、 １ ０ ６ を 同 様 の 機 能 の Ｎ
型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ 、 ま た は Ｐ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 し て も 良 く 、 本 発 明 と 同 様
の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 ５ に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 構 成 図 を 示 す 。 尚 、 図 １ １ の
液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 図 １ １ に 示 し た 従 来 の デ ィ ス プ レ イ 駆 動 回 路 と 同 じ 構 成 要 素 に つ
い て は 、 同 じ 図 番 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 ３ に お け る 液 晶 表 示 装 置 は 、 ス イ ッ チ １ ０ ７ を 備 え て い
る 点 で 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 と 異 な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 図 ６ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 用 い て 動
作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま ず 、 断 線 修 復 を 行 わ な い 場 合 は 出 力 端 子 と 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 入 力 端 子 Ｒ Ｉ Ｎ と
は 配 線 １ ０ ５ を 介 し て 接 続 さ れ て お ら ず 、 図 ５ の 構 成 で あ れ ば 、 電 荷 配 分 期 間 、 す な わ ち
制 御 信 号 Ｔ Ｇ １ に よ り ス イ ッ チ １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は オ フ し 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １ に よ り ス イ ッ チ
１ ０ １ 、 １ ０ ７ は オ ン し 、 奇 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ １ ） 、 （ ３ ） ～ （ ２ ｎ － １ ） と 偶 数 出 力
端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ ２ ） 、 （ ４ ） ～ （ ２ ｎ ） が シ ョ ー ト さ れ 、 電 荷 配 分 動 作 が 行 わ れ 中 間 電 圧 に
な る 。 ま た 、 こ の と き 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 入 力 端 子 Ｒ Ｉ Ｎ と 出 力 端 子 Ｒ Ｏ Ｕ Ｔ が ス イ
ッ チ １ ０ ７ で シ ョ ー ト さ れ る が 出 力 端 子 と 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 入 力 端 子 Ｒ Ｉ Ｎ と は 配
線 １ ０ ５ を 介 し て 接 続 さ れ て い な い た め 、 出 力 端 子 と 断 線 修 復 用 の 予 備 配 線 の 無 用 な 電 位
変 動 を 抑 え る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 断 線 修 復 を 行 う 場 合 に は 出 力 端 子 と 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 入 力 端 子 Ｒ Ｉ Ｎ と は
配 線 １ ０ ５ を 介 し て 接 続 さ れ 、 電 荷 配 分 期 間 、 す な わ ち 制 御 信 号 Ｔ Ｇ １ に よ り ス イ ッ チ １
０ ２ 、 １ ０ ４ は オ フ し 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １ に よ り ス イ ッ チ １ ０ １ 、 １ ０ ７ は オ ン し 、 奇 数 出
力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ １ ） 、 （ ３ ） ～ （ ２ ｎ － １ ） と 偶 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ ２ ） 、 （ ４ ） ～ （ ２
ｎ ） 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 出 力 端 子 Ｒ Ｏ Ｕ Ｔ が シ ョ ー ト さ れ 、 電 荷 配 分 動 作 が 行 わ れ
中 間 電 圧 に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 出 力 に お い て 電 荷 配 分 動 作 が 行 わ れ 、 予 備 配 線 を
介 し 修 復 さ れ た 信 号 線 の 負 荷 の 電 荷 も 再 利 用 さ れ る た め 、 低 消 費 電 力 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 尚 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ス イ ッ チ １ ０ １ 、 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ 、 １ ０ ７ を 同 様 の 機 能 の Ｎ
型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ 、 ま た は Ｐ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 し て も 良 く 、 本 発 明 と 同 様
の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 図 ７ に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 構 成 図 を 示 す 。 尚 、 図 １ １ の
液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 図 １ １ に 示 し た 従 来 の デ ィ ス プ レ イ 駆 動 回 路 と 同 じ 構 成 要 素 に つ
い て は 、 同 じ 図 番 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 ４ に お け る 液 晶 表 示 装 置 は 、 ス イ ッ チ １ ０ ６ 、 １ ０ ８ 、
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１ ０ ９ を 備 え て い る 点 で 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 と 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 図 ８ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 用 い て 動
作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま ず 、 出 力 端 子 と 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 入 力 端 子 Ｒ Ｉ Ｎ と は 、 配 線 １ ０ ５ を 介 し て 接
続 さ れ 、 制 御 信 号 Ｔ Ｇ １ に よ り ス イ ッ チ １ ０ ２ 、 １ ０ ４ 、 １ ０ ８ 、 １ ０ ９ は オ ン し 、 制 御
信 号 Ｃ Ｓ １ に よ り ス イ ッ チ １ ０ １ 、 １ ０ ６ は オ フ し 、 奇 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ １ ） 、 （ ３ ）
～ （ ２ ｎ － １ ） は 低 階 調 側 電 圧 を 出 力 し 、 偶 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ ２ ） 、 （ ４ ） ～ （ ２ ｎ ）
は 高 階 調 側 電 圧 を 出 力 し 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 出 力 端 子 Ｒ Ｏ Ｕ Ｔ は 高 階 調 側 を 出 力 し
て い る 。 次 に 、 制 御 信 号 Ｔ Ｇ １ に よ り ス イ ッ チ １ ０ ２ 、 １ ０ ４ 、 １ ０ ８ 、 １ ０ ９ は オ フ し
、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １ に よ り ス イ ッ チ １ ０ １ 、 １ ０ ６ は オ ン し 奇 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ １ ） 、 （
３ ） ～ （ ２ ｎ － １ ） と 偶 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ ２ ） 、 （ ４ ） ～ （ ２ ｎ ） 、 予 備 の バ ッ フ ァ １
０ ３ の 出 力 端 子 Ｒ Ｏ Ｕ Ｔ が シ ョ ー ト さ れ 、 電 荷 配 分 動 作 が 行 わ れ 中 間 電 圧 に な る 。 こ の と
き 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ は 電 源 供 給 が な い た め オ フ し て い る 。 続 い て 、 制 御 信 号 Ｔ Ｇ １
に よ り ス イ ッ チ １ ０ ２ 、 １ ０ ４ 、 １ ０ ８ 、 １ ０ ９ は オ ン し 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １ に よ り ス イ ッ
チ １ ０ １ 、 １ ０ ６ は オ フ し 、 奇 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ １ ） 、 （ ３ ） ～ （ ２ ｎ － １ ） は 高 階 調
側 電 圧 を 出 力 し 、 偶 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ ２ ） 、 （ ４ ） ～ （ ２ ｎ ） は 低 階 調 側 電 圧 を 出 力 し
、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 出 力 端 子 Ｒ Ｏ Ｕ Ｔ は 低 階 調 側 を 出 力 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ が 電 荷 配 分 動 作 中 に オ フ し 、 ア イ ド リ ン グ 電 流 を 止
め る こ と が で き 、 低 消 費 電 力 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 尚 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ス イ ッ チ １ ０ １ 、 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ 、 １ ０ ６ 、 １ ０ ８ 、 １ ０ ９
を 同 様 の 機 能 の Ｎ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ 、 ま た は Ｐ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 し て も 良
く 、 本 発 明 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ５ ）
　 図 ９ に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 構 成 図 を 示 す 。 尚 、 図 １ １ の
液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 図 １ １ に 示 し た 従 来 の デ ィ ス プ レ イ 駆 動 回 路 と 同 じ 構 成 要 素 に つ
い て は 、 同 じ 図 番 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 ５ に お け る 液 晶 表 示 装 置 は 、 ス イ ッ チ １ ０ ６ 、 １ ０ ８ 、
１ ０ ９ を 備 え て い る 点 で 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 と 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 図 １ ０ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 用 い て
動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま ず 、 出 力 端 子 と 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 入 力 端 子 Ｒ Ｉ Ｎ と は 、 配 線 １ ０ ５ を 介 し て 接
続 さ れ 、 制 御 信 号 Ｔ Ｇ １ に よ り ス イ ッ チ １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は オ ン し 、 制 御 信 号 Ｔ Ｇ ２ に よ り
ス イ ッ チ １ ０ ８ 、 １ ０ ９ は オ ン し 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １ に よ り ス イ ッ チ １ ０ １ 、 １ ０ ６ は オ フ
し 、 奇 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ １ ） 、 （ ３ ） ～ （ ２ ｎ － １ ） は 低 階 調 側 電 圧 を 出 力 し 、 偶 数 出
力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ ２ ） 、 （ ４ ） ～ （ ２ ｎ ） は 高 階 調 側 電 圧 を 出 力 し 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３
の 出 力 端 子 Ｒ Ｏ Ｕ Ｔ は 高 階 調 側 を 出 力 し て い る 。 次 に 、 制 御 信 号 Ｔ Ｇ １ に よ り ス イ ッ チ １
０ ２ 、 １ ０ ４ は オ フ し 、 制 御 信 号 Ｔ Ｇ ２ に よ り １ ０ ８ 、 １ ０ ９ は オ フ し 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １
に よ り ス イ ッ チ １ ０ １ 、 １ ０ ６ は オ ン し 奇 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ １ ） 、 （ ３ ） ～ （ ２ ｎ － １
） と 偶 数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ ２ ） 、 （ ４ ） ～ （ ２ ｎ ） 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 出 力 端 子 Ｒ
Ｏ Ｕ Ｔ が シ ョ ー ト さ れ 、 電 荷 配 分 動 作 が 行 わ れ 中 間 電 圧 に な る 。 こ の と き 、 予 備 の バ ッ フ
ァ １ ０ ３ は 電 源 供 給 が な い た め オ フ し て い る 。 続 い て 、 制 御 信 号 Ｔ Ｇ ２ に よ り １ ０ ８ 、 １
０ ９ は オ ン し 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ は オ ン す る 。 続 い て 、 制 御 信 号 Ｔ Ｇ １ に よ り ス イ ッ

10

20

30

40

50

(7) JP 2006-330028 A 2006.12.7



チ １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は オ ン し 、 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １ に よ り ス イ ッ チ １ ０ １ 、 １ ０ ６ は オ フ し 、 奇
数 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ （ １ ） 、 （ ３ ） ～ （ ２ ｎ － １ ） は 高 階 調 側 電 圧 を 出 力 し 、 偶 数 出 力 端 子
Ｏ Ｕ Ｔ （ ２ ） 、 （ ４ ） ～ （ ２ ｎ ） は 低 階 調 側 電 圧 を 出 力 し 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ の 出 力
端 子 Ｒ Ｏ Ｕ Ｔ は 低 階 調 側 を 出 力 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う に 、 予 備 の バ ッ フ ァ １ ０ ３ が 電 荷 配 分 動 作 中 に オ フ し 、 ア イ ド リ ン グ 電 流 を 止
め る こ と が で き 、 か つ 電 荷 配 分 動 作 終 了 前 に 制 御 信 号 Ｔ Ｇ ２ に よ り オ ン す る た め 、 低 消 費
電 力 化 と 電 荷 配 分 動 作 終 了 後 の 予 備 の バ ッ フ ァ の 安 定 動 作 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 尚 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ス イ ッ チ １ ０ １ 、 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ 、 １ ０ ６ 、 １ ０ ８ 、 １ ０ ９
を 同 様 の 機 能 の Ｎ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ 、 ま た は Ｐ 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 し て も 良
く 、 本 発 明 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 に か か る 液 晶 表 示 装 置 は 、 断 線 不 良 を 修 復 し た 液 晶 パ ネ ル に お い て 、 予 備 の バ ッ
フ ァ に よ り 予 備 配 線 を 介 し 修 復 さ れ た 信 号 線 の 負 荷 に 関 し て も 電 荷 配 分 さ れ る 効 果 を 有 し
て お り 、 液 晶 パ ネ ル に 使 用 す る と 非 常 に 有 用 で あ る 。 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル や Ｐ Ｄ Ｐ 等 の
用 途 に も 応 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
【 図 １ １ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 図
【 図 １ ２ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 １ ０ ０ 　 各 信 号 線 駆 動 用 バ ッ フ ァ
　 １ ０ １ 、 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ 、 １ ０ ６ 、 １ ０ ７ 、 １ ０ ８ 、 １ ０ ９ 　 ス イ ッ チ
　 １ ０ ３ 　 予 備 の バ ッ フ ァ
　 １ ０ ５ 　 各 信 号 線 と 予 備 の バ ッ フ ァ の 接 続 配 線
　 Ｉ Ｎ （ １ ） ～ Ｉ Ｎ （ ２ ｎ ） 　 各 信 号 線 駆 動 用 バ ッ フ ァ の 入 力
　 Ｏ Ｕ Ｔ （ １ ） ～ Ｏ Ｕ Ｔ （ ２ ｎ ） 　 出 力 端 子
　 Ｒ Ｉ Ｎ 　 予 備 の バ ッ フ ァ の 入 力 端 子
　 Ｒ Ｏ Ｕ Ｔ 　 予 備 の バ ッ フ ァ の 出 力 端 子
　 Ｔ Ｇ １ 、 Ｔ Ｇ ２ 、 Ｃ Ｓ １ 、 Ｃ Ｓ ２ 　 制 御 信 号
　 Ｖ ｃ ｃ 、 Ｖ ｓ ｓ 　 電 源
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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